
 

株式会社 電通デジタル 広報担当 

105-7077 東京都港区東新橋 1-8-1（電通本社ビル内） 
Tel: 03-6217-6036 
https://www.dentsudigital.co.jp 

2021 年 7 月 14 日 

株式会社電通デジタル 

 

電通デジタル、Cookie フリー時代の新計測基盤 
「X-Stack Connect」を本格提供開始 

－ユーザープライバシー保護と計測環境の維持を両立－ 
 

株式会社電通デジタル（本社：東京都港区 代表取締役社長執行役員：川上 宗一 以下、電

通デジタル）は、Cookie に依存しない新しい計測基盤である「X-Stack Connect（クロス

スタック・コネクト）」を開発し、本日より本格提供を開始します。 

 

従来よりデジタルマーケティングの計測を支えてきた Cookie は、技術的には個々のユー

ザーの許諾を取得することなく使用できてしまう側面があることから、昨今、世界的なプラ

イバシー保護の潮流に合わせ利用に制限が加えられるようになっています。具体的には

Apple 社から ITP（Intelligent Tracking Prevention）による Cookie 関連の利用規制が施

行されているほか、PCM（Private Click Measurement）によるクロスサイトトラッキング

の防止が宣言されています。また Google 社からも、Google Chrome における 3rd パーテ

ィ Cookie の規制を発表するなど、ブラウザ Cookie に依存した計測は今後ますます難しく

なっていきます。 

 

こうした背景から、Cookie に依存しない“Cookie フリー時代”に向け、ユーザーのプライ

バシーを保護しながら、正しいユーザーのウェブサイト上の行動計測とそれに基づくマーケ

ティング施策の最適化維持を両立する新しい計測基盤「X-Stack Connect」を開発しました。 

電通デジタルでは、2018 年 10 月より予測 LTV（pLTV：predicted Life Time Value）

を指標に事業 KPI を予測するモデルを作り、デジタル広告運用に活用するソリューション

「X-Stack」※1 を提供していますが、本計測基盤は、予測スコアを算出し各広告プラットフ

ォームに接続する同ソリューションの機能を、Cookie フリーにあわせて大幅に強化・拡充

したものです。 

＜「X-Stack Connect」の概要＞ 

 



 

プライバシー保護と計測環境の維持を高いレベルで両立させるため、「X-Stack Connect」

は下記 4 点の課題をクリアする形で開発されています。 

＜「X-Stack Connect」の特長＞ 

 
 

1. 計測環境としての持続可能性 

現在行われているブラウザ Cookie の利用制限においては、3rd パーティ Cookie だけで

はなく 1st パーティ Cookie も含めて制限の対象となっています。つまり、1st パーティ

Cookie を利用していたとしても、今後も計測が維持できるとは言い切れません。実際にブ

ラウザ Cookieに依存した実装の場合、1stパーティ Cookieを利用しても計測の効率改善が

見られなかったことが検証の結果確認されています。 

こうした状況を踏まえて、「X-Stack Connect」ではサーバーサイドのアクセスログとフ

ォームの入力情報の両方を使った計測に対応しています。これにより、従来のブラウザ

Cookie に依存しない持続可能性の高い Cookie フリーな計測基盤を実現しました。 

 

2. 汎用性の高い実装方式 

従来の計測基盤では、広告プラットフォーム側で用意されているAPIなどの窓口に合わせ

て実装する逆算型のアプローチが主流のため、各プラットフォーム窓口に合わせた個々の計

測基盤を作る必要があり、多重コストが発生する課題がありました。 

「X-Stack Connect」では、広告プラットフォームを横断して利用可能な接続キーとなる

情報を収集する汎用的な基盤を構築し、後からプラットフォームごとに適切に整形して送信

するアプローチを採用することで、同一基盤で複数のプラットフォームの対応が可能です。

これにより、ユーザー許諾の管理や、日本語表記情報のプラットフォームごとの要求仕様へ

の変換などを一元化することができます。 

電通デジタルでは現在、Google 社の Offline Conversion Import、フォーム入力情報で

の計測に対応した enhanced conversions（API 経由での実装にも対応）、サーバーアクセ

スログでの計測に対応した Server-Side Tagging for Google Ads と、Facebook 社の

Conversion API、Offline Conversion API といった窓口に対応実績があり、今後他プラッ

トフォームにおいても対応予定です。 



 

3. 導入ハードルの低減 

1st パーティデータの収集基盤としては、従来 CDP（カスタマーデータプラットフォーム）

が利用されるケースが多くありましたが、多機能・多目的であることから高コストで、導入

のための工数的なハードルも高いという課題がありました。 

「X-Stack Connect」では、Google 社の提供するタグ管理ツールである Google Tag 

Manager をサイト上に設置することで、そこから得た情報をクラウド環境側で処理し、サ

ーバーのアクセスログとフォーム入力情報を取得する方式を採用しており、実装が簡単です。

またコストを抑えるため、標準的な実装では各広告プラットフォームの窓口に必要な情報の

みを取得する機能ですが、計測の基盤は Google 社の次世代計測ツールである Google アナ

リティクス 4 を、サーバーサイドの Google Tag Manager 上で実装する形で利用しており、

サイトアクセス計測ツールとしての汎用性と、将来的なニーズ拡大に応じた拡張性も兼ね備

えています。 

 

4. プライバシー保護への配慮 

電通デジタルでは、計測基盤は単なる技術的な回避策としてではなく、同時にユーザーの

許諾を適切に取得しプライバシーを保護することを目的としています。こうした考えに基づ

き、「X-Stack Connect」では技術的なサポートだけではなく許諾取得のためのコンサルテ

ィングや、同意取得を行うためのツール CMP（コンセント・マネジメント・プラットフォ

ーム）との接続までを含めた一気通貫のサポートが提供可能です。また、広告主企業の取得

した個人情報を扱うことから、「X-Stack Connect」の基盤を広告主企業が保有するクラウ

ド環境下に構築することを原則としているため、よりセキュアにデータを利活用することが

できます。 

 

＜対応実績＞ 

■ Google 社 

Server-Side Tagging for Google Ads を 4 件、enhanced conversions（API 経由での

実装）を 2件実装しています。先行事例での実績として、前者のサーバーアクセスログ単体

の場合で平均 3%、従来の Web コンバージョンタグに比べ捕捉できるコンバージョン数が

改善する結果が出ています。 

 

■ Facebook 社 

Conversion API の実装により、従来の Cookie ベースのピクセルコンバージョンタグと

置き換え、同時期での効率差の比較検証を 4件実施しました。サーバーアクセスログ単体の

場合で平均 15%、フォーム入力情報もあわせて実装することで平均 29％の改善が見られる

という結果になっています。 

 

以上より、サーバーアクセスログとフォーム入力情報を正しく収集し、適切に各広告プラ

ットフォームに送ることで、将来的な Cookie 規制のみならず、既に実施されている現在の

Cookie 利用制限に対するカバー施策として機能することが実証されています。 

 



 

＜「X-Stack Connect」基盤の拡張性＞ 

Cookie フリーへの対応は、コンバージョン計測に留まるものではありません。例えば各

広告プラットフォームが提供する、ユーザーのプライバシー保護に配慮した次世代型レポー

ティング基盤の Data Clean Room※2において、広告主企業が自社のユーザー情報を掛け合

わせた分析を行いたい場合、従来 Cookie ベースで計測を行うことが主流でしたが、現在こ

の計測も Cookie 利用制限の影響で維持できなくなっています。「X-Stack Connect」は、

こうした Data Clean Room との接続基盤としても利用可能です。 

 

電通デジタルは今後も、Cookie フリー時代におけるプライバシーの保護とマーケティン

グニーズの両立のための汎用的な計測基盤として、「X-Stack Connect」の機能拡充を行っ

てまいります。 

 

※1：デジタル広告運用において、データ統合×AI で事業成果を最大化する「X-Stack」の本格提供開始 

（2020 年 7 月 6 日発表） 

https://www.dentsudigital.co.jp/release/2020/0706-000517/ 

 

※2：生活者の許諾が明確に取れている範囲のプラットフォームのデータを分析するセキュアな環境 

 

以 上 

 

＜電通デジタルについて＞https://www.dentsudigital.co.jp/ 

国内最大級のデジタルマーケティング会社として、データとテクノロジーを駆使した次世代マー

ケティングの戦略策定・実行、その基盤となる IT プラットフォームの設計・構築、クライアン

トの事業革新を支援する DX コンサルティングなどのサービスを提供。国内外のプラットフォー

マー各社との緊密なパートナーシップのもと、高度な専門性と統合力により、クライアントの事

業成長に貢献しています。 

 

 

【本リリースに関する問い合わせ先】  

株式会社電通デジタル コーポレートコミュニケーション部 

竜野・北川  TEL：03-6217-6036 

Email：press@dentsudigital.co.jp 

 

【本事業に関する問い合わせ先】  

株式会社電通デジタル ソリューション戦略部 

三谷   Email：00_capi_inquiry@group.dentsu.co.jp 

https://www.dentsudigital.co.jp/release/2020/0706-000517/
https://www.dentsudigital.co.jp/
file:///C:/Users/hj6323/Downloads/press@dentsudigital.co.jp
file:///C:/Users/hj6323/Downloads/00_capi_inquiry@group.dentsu.co.jp

